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【お問い合わせ】東京藝術大学 芸術情報センター 教育研究助手 横川十帆 

Mail： yokokawa.juppo@noc.geidai.ac.jp  

イカの体色変化による音響映像作品 

～生命現象を用いた映像表現の可能性～ 

イカは、神経を介した電気信号によって色素胞(※1)と呼ばれる細胞を制御することで、みずか

らの体の色を素早く変化させることができます。今回東京藝術大学芸術情報センターの横川十帆

教育研究助手（本学卒業生）、九州大学芸術工学研究院の増田展大講師、城一裕准教授らの研究グ

ループは、この体色変化を電気的に誘発する音響映像作品《Chromatophony》（クロマトフォニー）

(横川・牟田，2018)の分析を通じ、メディア研究と視覚文化論の観点からピクセルに依らないバ

イオアート(※2)としての映像表現の可能性を示しました。 

イカの色素胞は筋繊維の収縮によって色素を含む袋が引き伸ばされることで色が現れる構造を

しています。今回の研究では、イカの外套膜に電極をとりつけ、スピーカーを鳴らす音声信号を、

色素胞を刺激する電気刺激としても用いることで、音楽と映像とが完全に同期した作品を実現し

ました。本作品では、色素胞に最適化した電気刺激を音響信号として生成し、その信号を用いて

音楽を制作しています。音楽と同期してリズミカルに動き、都度変化する色素胞は自然現象であ

りながら、デジタルイメージに慣れた私たちの目にはコンピュータグラフィックスのようにも映

ります。本研究では、イカとヒトの共創とも言える本作品を、ピクセルで構成されたこれまでの

デジタル画像と視覚文化論的な観点から比較するとともに、生命現象に基づく映像表現“Living 

Image”としての可能性を、バイオアートをめぐる展開の一つとして探りました。 

本研究成果は 2021年 12月 14日に国際誌「Leonardo」にオンライン速報版が掲載されました。 

（参考図）横川十帆・牟田春輝， 

《Chromatophony》（クロマトフォニー）(2018)   

本研究で分析対象とした映像作品の一部。褐色、紫

色、黄色の斑点が色素胞。色素胞は色素の顆粒の入っ

た袋を複数の筋肉細胞が環状に取り囲み、神経細胞の

信号によって袋が引き伸ばされることで色が現れる仕

組みになっています。色素胞は電気刺激に鋭敏に反応

するため、頭足類の体色変化は非常に映像的な表現と

もなります。  

（動画 URL https://youtu.be/oeu3CWkiGvQ） 

 
 
 
 

研究者からひとこと： 

イカやタコなどの頭足類と、私たち人

類の祖先は約 6 億年前に別々の進化

を始めたとされています。私たちが液

晶ディスプレイを発明する何千年も前

から、イカは遥かに複雑な映像装置を

獲得していました。バイオテクノロジー

の発展によって生命と物質の境界が

曖昧なものになり、本学でも 2019 年に

バイオ・フードラボ(※3)が開設される

など、芸術分野においてもバイオアー

トと呼ばれる動向に注目が集まってい

ます。本研究は実験動物や食材とは

違った観点から生命（イカ）に向き合う

試みであり、新たな生物と人間との関

係を築くきっかけになればと考えてい

ます。 

https://youtu.be/oeu3CWkiGvQ


【用語解説】 

（※1）色素胞 

色素を含む細胞。頭足類の体色変化は、筋繊維によって色素胞内にある色素の入った袋（弾性

小嚢）が広がることで生じる。 

 

（※2）バイオアート 

狭義では、分子生物学や遺伝子工学などのバイオテクノロジーを表現手段として利用した最近

の芸術動向を指すが、より広くは生物（学）や生命観を主題とした芸術一般を指す場合もある。本

研究では後者の観点から議論を展開した。 

 

（※3）バイオ・フードラボ 

バイオテクノロジーと食の可能性をデザインの観点から探る教育・研究拠点。遺伝子解析装置を

始めとした実験機器および調理可能な厨房を備えている。2019 年 3 月に九州大学大橋キャンパ

ス旧学生食堂厨房跡を改装して開設。 
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